
（別紙３）

～ 2026年　6月　21日

（対象者数） 37人 （回答者数） 23人

～ 2026年　6月　30日

（対象者数） 5人 （回答者数） 5人

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

一人ひとりの性格や特性、発達段階に応じて、子ども自身が

納得できる気持ちの抑え方や表現方法を一緒に考えていきま

す。また、個々の強みや興味を活かした支援を行い、子ども

たちが安心して自分らしく過ごせる心の拠り所となるような

関わりを継続していきます。

2

異年齢や同年代の子ども同士が、互いの違いや立場を理解し

ながら楽しく共生できるよう、協力し合える活動やグループ

での活動を増やしていきます。また、年齢の近い児童同士の

交流を図り、就学や集団生活に向けて、子ども自身が意識を

高められるよう支援していきます。

3

保護者からの意見も参考にしながら、活動内容や支援方法を

さらに充実させていきます。職員間で情報共有や意識統一を

図り、声かけの意図まで共有することで、子どもたちの状況

に応じた柔軟な支援につなげていきます。また、各職員の強

みを活かしたプログラムや関わり方を取り入れ、より多様で

質の高い支援を目指していきます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

事故対応等のマニュアルや事業所の対応内容については、保

護者にわかりやすく伝わるよう、内容を明文化して周知して

いきます。また、保護者交流会や茶話会、勉強会などを定期

的に開催し、保護者同士が気軽に話せる機会をつくること

で、家庭との連携をより深めていきます。

2

児童のニーズや利用状況に応じて、職員配置や役割分担を常

に見直し、安定した支援体制を整えていきます。また、事業

所内で実績を積み重ねながら新人職員を育成し、職員一人ひ

とりが経験を重ねて支援力を高められるよう取り組んでいき

ます。

3

他事業所との連携や合同イベントを行い、外部との関わり合

いを増やしていきます。また、長期休暇中には、できるだけ

平日のおでかけや食育プログラムを取り入れ、子どもたちが

社会と関わる経験や、多様な人と関わる機会を広げていきま

す。

高校生までの幅広い年齢層の子どもたちが、集団療育の中で

自然に関わり合える環境が整っています。年齢差がある中で

も、子ども同士が互いの存在を意識しながら関わることで、

集団生活の過ごし方や相手に合わせた言葉遣い、対応の仕方

を学ぶ機会につながっています。また、スタッフが一人ひと

りの状況に応じて関わりを支えることで、年齢や特性の違い

を越えて安心して交流できることが事業所の強みです。

子どもたち一人ひとりの特性や成長段階に合わせて、旧来の

方法だけにとらわれず、新しい支援や声かけの工夫を学びな

がら実践しています。楽器や活動プログラム、学習支援、生

活面の支援など、バラエティに富んだ支援を取り入れ、ス

タッフそれぞれの経験や視点を活かしながら、子どもたちに

合った関わり方を常に考えています。
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事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

各児童の特性やその日の気持ち、状況に寄り添いながら、一

人ひとりに合わせた支援を行っていることが強みです。子ど

もたちそれぞれの特性を理解し、安心して過ごせる環境づく

りやスタッフ対応を大切にしています。また、全スタッフが

子どもたちを細かく知る努力をし、学校や家庭での様子など

背景の把握にも努めることで、その子らしさを大切にした柔

軟な支援につなげています。

児童自身がやりたいことを選択できるよう活動を構造化し、

自分らしく安心して過ごせる場所づくりを意識しています。

また、子どもたちが好きなことを見つけるきっかけをつくっ

たり、学校や家庭での様子を聞き取ったりしながら、一人ひ

とりの背景や気持ちを理解した支援につなげています。

活動内容が豊富で、個々の発達段階や興味に合わせたプログ

ラムを提供できていることが強みです。楽器など福祉の枠に

とらわれないさまざまな経験を取り入れ、子どもたちの興味

や可能性を広げる支援を行っています。また、性別や年齢、

経験の異なる職員がいることで、多様な視点から子どもを理

解し、それぞれの成長段階や個性に応じた関わりができてい

ます。

異年齢交流や集団でのプログラムを大切にし、子ども同士が

互いの立場や違いを意識しながら関われるよう支援していま

す。また、個別活動と集団活動のバランスを取りながら、社

会性と自主性を育む活動を行っています。さらに、職員同士

で情報共有や意見のすり合わせを行い、子どもたちの状況に

応じて柔軟に対応できるよう意識しています。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

事故対応等のマニュアルや事業所の対応内容について、保護

者に十分伝わっていない部分があります。また、保護者同士

の交流機会が少ないという意見もあり、保護者の生活リズム

の違いなどから交流の場を設けづらいことも課題となってい

ます。今後は、保護者が事業所の取組を理解しやすく、気軽

に話せる機会づくりを充実させる必要があります。

保護者への情報共有や交流機会については、事故対応等のマ

ニュアルや事業所の対応内容を伝える機会が十分に確保でき

ていないことが要因として考えられます。また、保護者それ

ぞれの生活リズムが異なるため、交流できる機会を設けづら

く、保護者同士がつながる場を継続的に確保することが課題

となっています。

スタッフの人数が少ないことや、時間帯によって職員配置が

十分に行えない場面があることが課題です。また、ベテラン

スタッフの確保や経験者の入職が難しいという意見もあり、

安定した支援体制を整えるためには、人員配置の見直しや新

人職員の育成を継続して行っていく必要があります。

職員体制については、児童のニーズが多様化している中で、

時間帯によって職員配置が厳しくなることが要因として考え

られます。また、専門的支援を並行して行うための余裕が十

分に持ちにくいことや、経験者の入職・ベテランスタッフの

確保が難しいことも、安定した支援体制づくりにおける課題

となっています。

おでかけや食育などの活動が少ない、または決まった曜日に

偏りやすいという課題があります。社会と関わる経験や多様

な人との関わりを増やすためにも、他事業所との連携や合同

イベント、長期休暇中の平日のおでかけ・食育プログラムな

ど、活動内容の幅を広げる工夫が必要です。

おでかけや食育などの活動については、準備や実施に時間を

要するため、学休日や特定の曜日に集中しやすいことが要因

として考えられます。また、社会と関わる経験や多様な人と

の関わりの機会が限られているため、外部との連携や合同イ

ベントなどを通して、活動の幅を広げていくことが課題と

なっています。
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